
会
　
報

昭
和
四
十
年
度
史
学
研
究
会
大
会

一
一
月
一
日
（
月
）
二
日
（
火
）

　
籠
二
日
見
学
会
「
京
都
の
伝
統
を
さ
ぐ
る
」
は
、

　
京
都
大
学
教
擾
柴
田
実
氏
の
懇
切
な
解
説
の
も

　
と
、
京
都
の
伝
統
を
形
成
す
る
重
要
な
要
素
で

　
あ
る
産
業
と
美
を
求
め
て
、
北
山
丸
太
の
森
林

　
及
び
作
業
場
、
西
陣
織
川
島
織
物
工
場
、
表
千

　
家
不
審
庵
、
手
が
き
友
禅
染
絵
付
作
業
場
、
島

　
原
角
屋
を
雪
袴
し
、
　
「
京
都
の
俵
統
」
に
つ
い

　
て
認
識
を
新
た
に
し
た
。
京
都
の
伝
統
を
云
々

　
す
る
と
き
、
こ
れ
ら
は
し
ば
し
ば
紹
介
さ
れ
る

　
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
個
人
で
は
な
か
な
か
見

　
学
で
き
ぬ
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
非
常
に
好
評

　
で
、
例
年
通
り
の
バ
ス
一
台
の
ほ
か
マ
イ
ク
ロ

　
バ
ス
一
台
を
追
加
し
た
が
、
御
要
望
に
は
応
じ

　
き
れ
な
か
っ
た
。
や
む
な
く
お
こ
と
わ
り
し
た

　
各
位
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
く
お
わ
び
す
る
。

　
な
お
不
審
庵
に
て
は
、
会
員
久
田
宗
也
氏
の
歓

　
待
を
う
け
た
。
誌
上
を
借
り
て
あ
つ
く
御
礼
申

　
し
あ
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
第
二
日
総
会
お
よ
び
大
会
は
、
午
後
一
十
よ
り
、

　
京
都
大
学
文
学
部
第
一
講
義
室
に
お
い
て
開
催

し
た
。

総
会
は
、
盤
出
発
理
薯
司
会
の
も
と
、
田
村
実

造
理
畜
長
の
挨
拶
に
つ
い
で
、
織
田
武
雄
常
任

理
事
よ
り
、
会
務
お
よ
び
会
計
の
報
告
が
行
な

わ
れ
た
。

公
蘭
講
演
は
、
京
都
大
学
教
授
結
綴
敏
男
氏
お

よ
び
同
貝
塚
茂
樹
氏
に
よ
り
、
次
の
通
り
行
な

わ
れ
た
。

秋
田
男
鹿
の
発
掘

　
　
i
平
安
時
代
の
民
家
一

福
由
敏
男
氏

　
八
郎
潟
に
面
す
る
男
鹿
半
島
東
部
に
は
縄
文
式

前
期
か
ら
土
師
器
・
須
恵
器
時
代
に
い
た
る
数
多

　
　
　
　
　
　
①

く
の
遣
跡
が
あ
る
。
男
鹿
甫
大
字
脇
本
の
埋
没
家

屋
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

　
こ
の
地
方
の
歴
史
を
知
る
べ
き
文
献
資
料
は
と

ぼ
し
い
。
元
慶
二
年
（
八
七
八
）
の
畠
羽
の
蝦
夷
の

反
乱
の
と
き
、
主
と
し
て
秋
田
城
以
北
に
あ
っ
て

蝦
夷
の
手
中
に
お
ち
た
十
二
村
の
一
つ
「
黒
本
」

が
三
代
実
録
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
今
の
脇

本
の
地
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
は
蝦
夷
の
繊
没
し
た
秋

田
城
下
の
一
村
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
後

記
の
脇
本
の
小
字
飯
ノ
森
に
つ
い
て
絶
前
国
渋
江

文
書
延
応
元
年
（
一
二
三
穴
）
六
月
沙
弥
田
川
譲

状
に
「
を
か
し
ま
（
男
鹿
島
）
の
う
ち
井
の
も
り
」

（
飯
ノ
森
）
と
あ
る
も
の
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ
て

　
②

い
る
。

　
江
戸
時
代
以
来
、
寒
風
山
麓
の
脇
本
か
ら
東
八

郎
潟
に
い
た
る
一
帯
の
水
田
の
地
下
か
ら
樹
木
の

　
　
　
ね
つ
　
き

根
幹
（
根
木
）
が
掘
り
だ
さ
れ
、
燃
料
に
さ
れ
て

き
た
。
古
く
こ
の
地
が
陥
没
し
た
の
で
あ
る
。
民

家
も
村
も
樹
木
と
運
命
を
と
も
に
し
て
陥
没
し
、

八
郎
潟
と
一
連
の
水
中
に
つ
か
り
、
次
第
に
泥
土

が
堆
積
し
長
年
月
を
経
て
再
び
陸
地
と
な
り
、
結

局
遺
構
は
水
田
の
地
下
に
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
昭
和
三
十
四
年
二
月
、
耕
地
整
理
に
伴
な
う
水

路
を
掘
っ
た
と
き
地
中
の
家
屋
が
鵠
現
し
、
男
鹿

市
船
川
中
学
の
磯
村
朝
次
郎
氏
に
よ
っ
て
そ
の
重

　
　
　
　
　
　
　
③

要
さ
が
注
意
さ
れ
た
。
私
が
秋
濁
城
跡
調
査
の
お

り
こ
の
遺
跡
を
見
た
の
は
翌
年
八
月
の
こ
と
で
、

伴
出
す
る
土
器
が
平
安
時
代
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

埋
没
家
屋
も
間
時
期
の
も
の
に
相
違
な
く
、
水
路

の
岸
に
露
出
し
た
板
屋
根
の
保
存
の
よ
い
状
況
か

ら
推
し
て
柱
や
桁
や
軒
も
完
全
で
あ
る
と
思
っ
た
。

類
例
の
な
い
平
安
時
代
の
民
家
の
実
物
と
し
て
価

値
が
大
き
く
、
そ
の
発
掘
調
査
を
要
望
し
て
お
い

た
。
そ
の
希
望
が
か
な
っ
て
、
最
初
の
発
掘
は
秋
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報会

男
鹿
市
脇
本
埋
没
家
屋
平
面
図
（
下
）
断
面
麟
（
上
）
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闘
県
と
男
鹿
布
の
主
催
で
昭
和
三
十
九
年
九
－
十

　
　
　
　
　
④

月
に
行
な
わ
れ
、
次
い
で
四
十
年
八
月
に
二
國
目

の
調
査
が
行
な
わ
れ
、
私
も
参
加
し
た
。

　
寒
風
肉
に
登
る
鋪
装
道
路
が
洋
本
駅
の
東
の
踏

切
り
か
ら
北
に
走
っ
て
七
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ

ろ
の
左
手
が
脇
本
字
脇
本
飯
ノ
森
で
、
右
手
が
脇

　
　
　
　
こ
　
や
　
じ

本
字
富
永
小
谷
地
で
あ
る
。
小
谷
地
で
は
第
一
・

二
次
の
派
兀
掘
に
よ
っ
て
埋
没
家
屋
の
板
屋
根
が
桁

　．　r　m
．　T

A

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

に
乗
っ
た
ま
ま
ニ
ケ
所
に
あ
ら
わ
れ
た
。
桁
を
受

け
る
掘
立
て
柱
は
二
・
八
メ
…
ト
ル
間
隔
に
立
つ
。

屋
根
板
は
厚
い
割
り
材
の
杉
板
で
長
さ
約
露
店
ー

ト
ル
、
幅
約
二
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
桁
は
径
一
五

セ
ン
チ
ほ
ど
の
丸
太
、
柱
は
丸
太
か
杉
の
割
り
材

で
長
さ
約
二
・
三
メ
ー
ト
ル
の
例
が
あ
る
。
柱
を

地
中
一
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
か
ら
立
て
る
と
地
上
で

は
わ
ず
か
に
一
・
三
メ
ー
ト
ル
で
人
の
た
け
に
も

｝
　及

ば
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
側
柱
で
あ
ろ
う
。
屋
根

板
の
先
端
は
尖
ら
し
て
削
っ
て
あ
る
か
ら
地
面
か

土
手
に
突
き
挿
し
た
ら
し
く
、
屋
根
板
の
上
に
藁

を
敷
き
、
そ
の
上
に
厚
く
粘
土
を
塗
っ
て
固
め
、

屋
根
の
押
え
に
も
し
た
ら
し
い
。
屋
内
は
当
然
竪

穴
の
床
面
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
そ
こ
か
ら
土
器
や

　
　
　
　
　
　
　
⑤

木
器
が
発
見
さ
れ
る
。
水
中
に
陥
没
し
た
と
い
っ

て
も
舗
に
浅
か
っ
た
ら
し
く
、
屋
根
の
上
半
部
は
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大
気
巾
に
戯
て
い
た
の
で
早
く
失
わ
れ
、
下
半
静

だ
け
が
水
面
（
の
ち
で
は
地
下
水
繭
）
以
下
に
の
こ

っ
て
保
存
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
擁
木

な
ど
が
も
と
の
形
で
発
見
さ
れ
る
の
ぞ
み
は
薄
い
。

道
路
の
西
の
飯
ノ
森
か
ら
は
家
屋
遺
構
は
出
な
か

っ
た
が
、
木
器
や
木
彫
の
馬
、
櫛
、
黒
漆
地
に
朱

漆
で
山
を
描
い
た
木
製
椀
、
鳥
獣
骨
な
ど
が
嵐
寓

し
た
。

　
二
圓
の
発
掘
に
よ
っ
て
も
、
地
下
水
が
多
く
て

埋
没
家
屋
の
旅
面
の
追
求
が
困
難
で
、
そ
の
広
さ

も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
一
棟
の
家
の
全

形
が
ま
だ
つ
か
め
ず
、
か
ま
ど
や
出
入
口
、
主
屋

と
付
属
屋
の
関
係
、
敷
地
の
広
さ
、
井
戸
の
四
一
、

轟
聴
の
道
、
水
田
、
林
地
な
ど
の
問
題
も
あ
る
。

土
器
形
式
か
ら
平
安
時
代
中
ご
ろ
と
推
定
さ
れ
る

こ
の
辺
境
地
域
の
農
村
の
復
原
に
役
立
つ
実
物
資

料
が
脇
本
付
近
一
帯
の
水
田
の
下
に
保
存
さ
れ
て

　
⑥

い
る
。
江
戸
時
代
に
米
代
川
流
域
で
発
見
さ
れ
て

平
田
篤
胤
や
菅
江
真
澄
が
記
し
た
十
数
棟
の
埋
没

家
箆
に
も
匹
敵
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
じ
っ
く
り
と

腰
を
す
え
た
調
査
が
今
後
と
も
続
行
ざ
れ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
　
（
福
山
）

　
①
　
奈
良
修
介
・
磯
村
朝
次
郎
門
八
郎
潟
周
辺
の
遺

　
　
跡
」
秋
露
県
教
育
委
員
会
編
『
八
郎
潟
の
研
究
』

　
　
　
（
昭
和
暇
○
年
刊
）
所
収
。

②
船
川
中
学
校
社
会
部
編
『
男
鹿
年
表
駈
（
昭
和

　
三
　
年
二
月
刊
）
。

③
磯
村
朝
次
郎
「
脇
本
飯
森
家
屋
埋
没
遺
跡
調
査

　
報
血
照
」
　
筒
秋
田
考
古
』
　
一
八
四
万
（
昭
和
一
二
山
損
年
）
◎

　
男
鹿
市
編
『
男
鹿
市
幽
明
（
昭
和
三
九
年
七
鍔
刊
）
・

　
、
四
一
－
二
頁
。

④
斎
藤
二
等
「
脇
本
埋
没
家
量
第
一
次
調
査
概
報
」

　
『
秋
田
墜
文
化
財
調
彙
報
鍵
盤
』
第
五
集
（
同
県

　
教
膏
委
貴
会
昭
廊
四
〇
年
西
月
刊
）
。

　
斎
藤
忠
「
埋
も
れ
た
家
麗
と
集
落
」
『
臨
本
歴
史
』

　
一
九
九
号
（
昭
和
三
九
年
一
二
月
）
。

　
磯
村
朝
次
郎
門
平
安
時
代
の
埋
没
家
屋
」
秋
田
県

　
広
報
協
会
発
行
『
あ
き
た
』
釜
巻
一
二
号
（
昭
和

　
三
九
年
一
一
　
月
）
。

⑤
土
器
に
見
ら
れ
る
墨
髭
は
「
十
」
「
大
」
「
主
」

　
「
矢
」
「
裏
漏
伴
」
な
ど
一
宇
の
が
大
山
分
で
、
「
仙
」

　
（
仙
北
）
「
秋
田
」
の
よ
う
な
郡
名
と
思
わ
れ
る
も

　
の
も
あ
る
。

⑥
類
似
の
埋
没
家
屋
ら
し
い
遺
構
は
当
遺
跡
の
南

　
約
○
・
六
六
キ
ロ
の
男
曄
鞠
衛
脇
太
「
字
富
【
永
野
田
、

　
北
東
約
二
・
八
キ
ロ
の
南
秋
田
郡
琴
浜
村
福
川
上

　
谷
地
の
九
番
堤
（
俗
称
大
堤
）
で
も
水
路
に
現
わ

　
れ
て
い
る
。
北
約
胴
・
五
キ
ロ
の
琴
浜
村
角
間
崎

　
艶
出
で
は
木
柱
や
須
恵
路
．
土
錘
・
炭
化
米
を
伴

　
な
う
竪
穴
焦
居
跡
（
平
安
時
代
を
降
ら
な
い
）
が

　
髭
見
さ
れ
て
い
る
（
注
①
参
照
）
。

　
　
孟
予
の
井
鐙
制
に
つ
い
て
の
一
解
釈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貝
塚
茂
濁
氏

　
（
発
表
内
容
は
論
文
と
し
て
近
く
本
誌
に
掲
載

予
定
）

学
界
消
息

読
史
会
　
昭
和
賜
十
年
秋
季
大
会

　
二
月
益
鳥
（
祝
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時

於
、
京
大
文
学
部
第
一
先
議
室

　
「
家
牒
」
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
宗
鍵

　
矯
本
需
紀
后
妃
皇
子
関
係
　
記
載
の
形
式
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
懸

衛
府
と
航
測

鎌
倉
早
島
の
陰
陽
道

±
族
民
権
に
お
け
る
抵
抗
の
理
論

開
邪
思
想
に
つ
い
て

茅
原
華
山
の
第
三
帝
二
二
に
つ
い
て

時
の
科
学
と
し
て
の
歴
史
学

醸
の
構
造

〈
西
欝
藏
二
郎
先
生
追
韓
講
演
V

哲
園
先
生
の
業
綬

藤
細
先
生
の
生
涯
と
学
問

　
　
　
健
一

野
木
孝
次
郎

五酒二二宮村
来井腿三三出

　忠桂六公修
重雄二郎子一

柴原
田

　随
実［9

東
洋
史
談
詣
会
　
大
会

　
一
一
潟
三
臼
（
祝
）
午
前
九
臨
～
午
後
五
時

於
、
京
都
大
学
法
経
第
七
教
室

　
カ
イ
ド
ウ
の
乱
に
関
す
る
一
考
察
　
　
　
恵
谷
　
俊
之

　
五
代
軍
閥
の
刑
獄
機
構
と
裁
判
　
　
　
　
｛
至
永
　
芳
一
二

　
宋
代
の
都
市
分
布
に
…
関
す
る
一
考
察
　
　
斯
波
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報会

太
平
天
趨
期
の
読
響
運
動
の
動
向
と
太
平
天
国
と
の

関
係
に
つ
い
て
i
江
漸
地
方
に
お
け
る
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
普
治

孫
文
の
罠
族
主
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
川
秀
美

ヤ
ズ
ゥ
ズ
ゥ
・
オ
ウ
ル
・
ア
リ
に
見
え
る

カ
イ
ゥ
の
部
族
標
識
を
め
ぐ
っ
て

高
露
盤
の
胡
語
と
素
潜
と
胡
俗

郡
と
庫

易
の
二
人
と
形
而
上
の
道

前
後
漢
交
替
期
の
叛
乱

北
斉
露
の
顔
之
推
俵
の
一
節
に
つ
い
て

清
朝
の
興
起
と
山
西
商
人

三
橋
富
治
男

胃
病
　
　
畠

隻
語
村
泰
助

叛
野
　
長
八

木
村
　
正
雄

宇
都
宮
清
吉

佐
佃
　
　
富

西
洋
史
読
学
会
　
大
会

　
＝
月
益
購
（
祝
）
午
前
九
時
～
午
後
五
時
半

於
、
京
都
大
学
楽
友
会
館

ゼ
争
ざ
ξ
号
げ
『
9
再
考
　
　
　
　
　
山
本
　
　
茂

　
　
、
I
o
D
β
σ
－
掛
σ
q
巴
を
中
心
と
し
て
一
…

ド
ナ
テ
4
ズ
ム
運
動
の
　
考
察
　
　
　
藪
田
　
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

十
字
軍
賄
有
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
　
　
河
井
田
研
郎

　
一
一
工
九
七
年
の
ド
ヴ
ィ
ナ
行
政
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
戸
谷
重
郎

罰
膿
。
－
期
。
財
政
穫
　
尾
箆
糞

　
　
i
ヘ
ン
リ
ー
痘
毒
治
世
の
場
合
－
…

身
分
制
領
邦
羅
家
の
行
政
と
軍
政
　
　
　
中
村
賢
二
郎

　
一
五
六
一
二
年
労
働
規
制
法
の
戴
立
　
　
　
田
村
　
満
穂

ス
チ
訊
ア
ー
ト
荊
期
に
お
け
る
治
安
判
事
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麗
谷
　
宏
義

思
想
史
上
の
サ
ソ
ニ
ア
ヴ
ル
モ
ソ
　
　
　
安
斎
　
和
雄

ピ
エ
ー
ル
・
オ
ー
ギ
ュ
ス
ト
・
モ
ジ
ェ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
泰
平

ベ
ル
ソ
ー
ブ
イ
タ
：
論
又
潜
と
・
中
欧
経
W
瀦
雀
羅
計
醐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
宅
　
正
樹

　
　
昭
和
四
「
年
度
奨
励
研
究
の

　
　
公
募
に
つ
い
て

　
次
の
要
領
で
、
昭
和
四
一
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金
（
奨
励
研
究
）
の
公
募
が
行
な
わ
れ
ま
す
の

で
、
お
知
ら
ぜ
い
た
し
ま
す
。
、

一、

�
I
　
奨
励
研
究
は
、
大
学
等
の
研
究
機
関

　
に
研
究
者
と
し
て
所
属
す
る
者
以
外
の
者
が
行

　
な
う
科
学
研
究
を
助
成
し
、
奨
励
す
る
こ
と
を

　
目
的
と
す
る
。

二
、
応
募
資
格
者

　
1
、
小
・
中
・
高
等
学
校
等
の
教
員
お
よ
び
教

　
　
育
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
教
育
機
関
の
職

　
　
員

　
2
、
工
以
外
の
者
で
、
科
学
研
究
を
行
な
っ
て

　
　
い
る
者
、
た
だ
し
学
生
、
生
徒
お
よ
び
大
学
、

　
　
高
専
等
に
所
撫
す
る
老
を
除
く
。

三
、
書
類
提
出
期
間

　
昭
和
四
一
年
五
月
九
日
（
月
）
～
牽
四
日
（
土
）

閥
、
応
募
用
紙
は
、
日
本
学
術
振
興
会
（
東
京
都

　
千
代
田
霊
神
田
一
ツ
橋
一
ノ
一
）
に
申
込
む
こ

　
と
。
（
一
組
四
五
円
）

　
　
な
お
、
昭
和
四
〇
年
度
の
交
付
状
況
は
、
採

　
択
課
題
数
は
二
〇
八
件
、
一
課
題
あ
た
り
平
均

　
交
付
金
額
は
五
万
円
程
度
の
由
で
す
。
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史
林
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
お
知
ら
せ

　
次
の
各
号
は
、
若
干
残
部
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
下
さ
い
。
　
（
　
）
内
は
定
価
、
送
料
は
定

価
一
〇
〇
円
ま
で
二
〇
円
、
他
は
四
〇
円
で
す
。

お
申
込
は
前
金
（
釘
手
代
用
可
）
に
て
お
願
い
し

ま
す
。
（
な
お
、
会
貴
各
位
に
は
、
送
料
は
坐
会

に
て
負
損
い
た
し
ま
す
。
）

　
三
三
巻
一
号
二
一
号
（
各
一
〇
〇
）

　
三
四
巻
一
・
二
号
（
一
四
〇
）
・
四
簿
（
一
〇
〇
）

　
一
二
六
巻
一
m
万
（
一
〇
〇
）

　
三
八
巻
二
号
・
三
号
・
四
号
（
各
一
〇
〇
）

　
一
二
九
巻
ゴ
亘
り
・
四
滞
万
。
五
口
写
（
各
一
〇
〇
）
・
六

　
号
（
二
〇
〇
）

　
悶
［
○
巻
六
号
（
二
（
∪
○
）

　
四
門
一
巻
三
号
・
四
欝
写
（
一
〇
〇
）
↓
ハ
鋤
万
（
二
〇
〇
）

　
四
二
巻
四
号
・
五
暑
・
・
六
口
写
（
各
一
八
○
）

　
四
三
巻
一
号
～
六
考
（
各
一
八
○
）

　
四
四
巻
一
号
～
四
職
万
（
各
一
八
（
）
）
・
六
環
写
　
（
二

　
〇
〇
）

　
四
五
巻
一
号
～
六
月
間
各
二
〇
〇
）

　
四
六
巻
一
口
写
～
六
号
（
勲
爵
〇
〇
）

　
閃
囲
七
巻
一
口
η
・
二
凱
乃
（
各
二
〇
〇
）
・
一
一
冨
写
～
六

　
号
（
各
二
四
〇
）

四
八
巻
一
回
議
・
二
口
写
（
各
二
四
〇
）
一
工
m
写
～
山
ハ
ロ
写

（
各
一
工
○
○
）

史
林
総
屋
録
（
一
～
四
〇
巻
）
（
二
〇
〇
）

隔
石
製
巻
一
…
巻
五
（
各
二
、
○
○
○
送
料
一

二
〇
）

　
　
新
入
会
ご
希
望
の
方
へ

　
史
学
研
究
会
へ
入
会
ご
希
望
の
方
は
、
住
所
（
史

林
送
先
）
・
氏
名
・
専
攻
お
よ
び
送
本
開
始
希
望

巻
号
を
明
寵
の
上
、
会
費
（
一
年
六
冊
一
、
五
〇

〇
円
）
を
添
え
て
、
薩
接
当
会
宛
お
申
込
下
さ
い
。

（
但
し
、
学
校
・
図
書
館
等
公
機
関
は
、
会
費
後

払
で
も
結
構
で
す
）
ご
入
会
の
際
、
上
記
．
バ
ッ
ク

ナ
ン
バ
ー
を
併
せ
て
お
申
込
下
さ
っ
て
結
構
で
す
。

な
お
ご
送
A
皿
は
な
る
べ
く
振
替
口
座
　
（
山
兄
都
五
一

五
五
番
史
学
研
究
会
）
を
ご
利
用
下
さ
い
。

委
員
会
だ
よ
り

◇
　
四
九
巻
一
号
を
お
漏
け
い
た
し
ま
す
。
今
号

も
ま
た
、
ま
ず
刊
行
の
お
く
れ
を
お
わ
び
せ
ね
ば

な
ら
な
い
の
は
、
ま
こ
と
に
見
毒
し
い
の
で
す
が
、

一
・
二
号
の
う
ち
に
必
ら
ず
蓋
然
い
た
し
ま
す
。

◇
　
本
跡
押
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
み
二
階
渾
状
況
は
上

掲
の
通
り
で
す
。
お
知
り
あ
い
の
方
々
へ
も
ご
紹

介
下
さ
い
。
返
著
の
古
書
騨
カ
タ
ロ
グ
に
よ
り
ま

す
と
、
「
一
～
四
〇
巻
総
目
録
」
は
掘
当
な
高
値

を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
在
庫
昴
は
、
む
ろ
ん
正
価

販
売
で
す
。

◇
　
会
費
に
つ
い
て
、
本
号
ま
で
の
残
高
は
岡
封

振
替
裏
面
の
「
お
知
ら
せ
鳳
の
通
り
で
す
。
赤
字

の
方
、
残
高
の
少
な
い
方
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
（
な
お
「
お
知
ら
せ
」
の
領
収
欄
は
、

前
号
以
後
に
ご
入
金
い
た
だ
い
た
方
の
み
に
記
入

し
て
い
ま
す
。
）

◇
　
次
号
に
は
、
工
藤
…
敬
一
・
戸
田
隆
億
・
砂
原

教
男
・
八
隅
武
雄
・
林
巳
奈
夫
・
堤
二
三
郎
・
吉

本
発
俊
諸
氏
の
力
作
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ご
期

待
下
さ
い
。
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